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上
代の
ア
列
母
音
につ
い
て
は 、
つ
と
に
有
坂
秀
世
氏
が
音
節
結
合の
法
則

を
提
唱さ
れ
て
以
来 、
上
代の
母
音
体
系の
中
に
お
い
て
ウ
列
お
よ
び
オ
列
甲

類
母
音
と
と
も
に 、
後
舌
的
な
男
性
母
音
と
し
て
の
役
割
を
果し
て
ゐ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
き
た 。
ま
た
別
に
有
坂
氏
は 、
川
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説 、
制
古

事
記 、
付
日
本
書
紀 、
判
仏
足
石
歌 、
同
万
葉
集(
東
歌
防
人
歌
を
除
く) 、

付

続
日
本
紀
宣
命
(
天
平
宝
字
三
年
ま
で
の
もの)
の
六
種の
文
献
に
現
は
れ
る

万
葉
仮
名の
分
用
状
態
を
精
査
さ
れ
て 、
ア
列
母
音が
字
音の
面
か
ら
も
「
大

体
に
於
て
寧
ろ
後
舌
的
で
あっ
た
と
い
ふ
可
能
性の
方
が
多い」
の
で
は
な
か

ら
う
か
と
推
測
さ
れ
た 。

ζ
れ
は
今
日
に
お
い
て 、
な
ほ
上
代
ア
列
に
関
す
る
基
本
的
見
解
と
言へ
る

で
あ
ら
う 。
た
だ
そ
の
結
合
的
性
格の
上
で
は 、
少
数
な
らぬ
オ
列
乙
類
母
音

と
の
結
合
例
を
ど
の
や
う
に
解
釈
す
る
か
と
い
ふ
こ
と 、
ま
た
ア
列
は
上
代に

お
い
て
す
で
に
中
性
化
の
傾
向に
あっ
た
と
す
る
泉
井
久
之
助
氏
の
お
説
な

ど 、
問
題
は
今
後
に
残
る
や
う
に
思
は
れ
る 。
同
様
に
字
音の
面
につ
い
て
も 、

後
舌
系
字
母
に
よ
る
表
記
の
優
位
が
ど
の
程
度
ま
で
確
認
さ
れ
得
る
の
か 、
改 3包日

a
性

升三本木

山

隆

め
て
立
場
を
かへ
て
検
討
すべ
き
余
地
が
あ
る
と
考へ
ら
れ
る 。
以
下
に
本
稿

で
は
先
学の
研
究
成
果に
恩
恵
を
蒙
りな
が
ら 、
特に
字
音
表
記の
条
件
を
考

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
列
母
音の
性
格の一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
恩

ふ 。中
古
漢
語の品目
韻
体
系の
中
で
上
代ア
列の
音
写
に
使
用
さ
れ
た
字
母
は 、

有
坂
氏の
図
表
(上
代
音
韻
致
三
八
O
i三

八一
頁)
で
も
明
ら
か
な
や
う
に

か
な
り
多
種の
韻
類
に
わ
たっ
て
ゐ
る 。
乙
れ
ら
を
大
別
し
て
的
無
尾
韻
類

(
便
宜 、
母
音
韻
尾
の
類
を
含
む) 、
と
伺
有
尾
韻
類
(
す1t
t
叩寸
叶)
に
分

類
す
れ
ば 、
乙
の
両
類
は
お
ほ
よ
そ
次の
や
う
な
特
徴を
指
摘
で
き
る
で
あ
ら

.つ。まづ
無
尾
韻
類
と
し
て
は 、
上
代ア
列
表
記
の
主
流
を
占め
る
後
舌
系a
の

歌
文
韻
(
阿
可
賀
左
佐
多
陀
奈
那
波
婆
和
な
ど
の
常
用
字
母
を
含
む)
と
前
舌

系a
の
麻
馬
鵡
韻
(
加
沙
邪
麻
夜也
な
ど
の
常
用
字
母
を
含
むV
が
あ
り 、
そ

の
ほ
か
に
推
古
遺
文
そ
の
他
に
散
見
す
る
中
古
支
韻三
等
所
属
字
(
奇
義
宣
な

ど)
四
等
所
属
字(
移) 、
お
よ
び
陥
灰
韻
(
乃
倍)
佳
韻
(
大
太
柴)
豪
韻

1 



(
早
草)
所
属
字
な
ど
が
見
え
る 。

乙
れ
に
対
す
る
有
尾
韻
類
は
中
核
舟立自にa
も
し
く
はa
を
有
し 、
かっ

韻
尾
が
4υ去
一山
中4
f
で
収
束
す
る
諸
韻
す
な
は
ち
唐
陽
部・
鐸
薬
韻・
軍
戚

(
談
街)
韻-
A口
治
(
室
狩)
韻・
日旬
結
(
末
世相)
韻・
寒
側
(
桓
耐)
韻
に

ア
列
表
記
の
字
母
は
集
中
す
る
が 、
上
代
文
献
全
般
に
お
よ
ぶ
有
尾
韻
類
の
事

例
と
そ
の
用
法
は
大
野
透
氏の
「
万
葉
仮
名の
研
究」
(三
八
九
l

五
二
八
頁)

に
委
し
い 。
た
だ
上
代
日
本
語
が
閥
音
節
で
あ
る
た
め
に
有
尾
飢
所
属
字
は
そ

の
ま
ま
直
接に
単
音
節
仮
名
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
る
乙
と
は
少
な
く 、

常
K
有
尾

韻
を
意
識
し
た
用
法
に
制
約
さ
れ
る
の
で
(
特に
末
尾
音
節の
表
記
に
は
使
用

さ
れ
難い)
ア
列
表
記
の
際
も
無
尾
韻
類
所
属
字
母に
取っ
て
替
る
位
置
を
占

め
る
わ
け
に
は
行
か
な
かっ
た 。

ζ
の
ア
列
表
記
の
用
法
の
大
勢
か
ら
考へ
て 、
有
坂
氏
が
ア
カ
ガ
ナ
夕 、ダ
ナ

ラ
音
節
は
歌
韻
所
属
字
母 、
ハ
パ
マ
ワ
音
節
は
文
韻
所
属
字
母 、
ザ
音
節
は
麻

韻
所
属
字
母
(三
等)
ヤ
音
節
も
麻
韻
所
属
字
母
(
四
等)
が
最
も
多い
と
結

論
さ
れ
た
の
は
当
然の
乙
と
な
が
ら
重
要な
ζ
と
で
あ
る 。

歌
文
加
と
麻
簡
は 、
王
力
氏
に
よ
れ
ば
ほ
ぽ
南
北
朝
第二
期
墳
か
ら
詩に
お

(4)

 

け
る
分
周
が
見
ら
れ 、
下っ
て
広
凱の
部
自
に
も
歌
献
に
は「
文
問
用」 、
麻
韻に

は
「
独
用」
の
細
字
の
注
記
が
あ
る 。
ま
た
韻
鋭
で
は
歌
韻
は
内
転
第二
十
七

関 、
文
韻
は
内
転
第二
十
八
合で
あ
る
の
に
対
し
て
麻
韻
は
外
転
第二
十
九
開

お
よ
び
外
転
釦三
十
合
に
配
さ
れ
て 、
歌
文
献
と
麻
献
が
そ
の
中
核
母
音に
お

い
て一
等a
と二
等
の
a
関
係
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
同一
転
次の一
・

二
等
を

構
成
し
て
ゐ
な
い 。
と
れ
ら
の
二・
三
の
資
料の
徴
表
的
事
実
か
ら
も
窺
は
れ
る

や
う
に 、
歌
文
韻
と
麻
韻K
お
け
る
後
舌a
対
前
舌a
の
関
係
は 、
も
し
上
代
日

本
語
に
お
い
て
類
似の
対
立
関
係が
ア
列
母
音に
存
在
し
た
場
合 、
そ
の
弁
別

表
記
が
お
そ
ら
く

可
能
で
あ
ら
う
と
の
期
待
を
懐
く
に
足
る
もの
で
あ
る 。

し
か
し
な
が
ら
今一
つ
の
有
尾
韻
所
属
字
母に
よ
る
表
記
の
場
合に
は 、
そ

の
弁
別
表
記
の
可
能
性
が
歌
文・
麻
韻の
場
合ほ
ど
に
有
効
に
は
期
待
で
き
な

い 。
た
とへ
ば 、
唐・
陽
韻の
や
う
に
諸家
に
よっ
て
中
核
母
音の
音
価
推
定

に
異
説の
存
す
る
もの 、
ま
た
寒
桓・
側
韻の
や
う
に
字
母
そ
の
もの
が一
方

に
偏
し
て
所
属
す
る
傾
向に
あ
る
故
に 、
二
者
択一
の
条
件に
乏
し
い
と
見
ら

れ
る
もの 、
な
ど
の
点が
指
摘で
き
る
か
ら
で
あ
る 。

唐・
陽
韻
の
所
属
字
母
を
見る
に

唐
韻
・

祥
蔵
笑
嘗
党
宕
嚢
健
房
葬
郎
浪

陽
担嗣
。

鞍
香
相
装
方
防一房
芳
望
養
楊
陽
良

な
ど
の
か
な
りの
種
類の
字
母
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、
と
の
二
種
類の
字

母
が
直
接a
対a
の
弁
別
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
乙
と
につ
い
て

は
に
は
か
に
断
じ
難い
問
題
を
は
ら
ん
で
ゐ
る 。
す
な
は
ち 、
ヵ
l

ル
グレ
ン・

董
同
鯨・
李
栄
な
ど
の
諸
氏
が
唐
韻
旬
陽
韻
刊と
推
定
す
る
の
K
対
し
て 、
有

坂
秀
世
氏
は
カ
i

ル
グレ
ン
説
を
批
判
しつ
つ
高
畑
彦
次
郎
氏
説
を
補っ
て 、

唐
韻
と
陽
韻
と
の
関
係
は
歌
韻の一
等
と三
等の
関
係
と
相
似
た
構
造
で
あ
る

点
な
ど
か
ら
推
し
て
両
者の
中
核
母

音一世宮ma
陽
韻a
で
な
く
て 、
と
も
に

a(
唐一
等・
陽
三
等)
で
あ
る
と
さ
れ
た 。
陽
韻
所
属
字
母の
中に
は 、
大
宝

戸
籍
帳
や
古
事
記
歌
謡・
万
葉
集
な
ど
に
常
用
字
母
的
に
使
用
さ
れ
た
良
が
見

え
る 。
し
た
がっ
て
陽
韻
が
も
し
前
舌
的a
で
あっ
た
な
ら
七
世
紀
後
半
か
ら

八
世
紀
に
か
け
て
の
良の
使
用
は 、
良
に
次
ぐ
後
舌
的
字
母
羅
遜
(
歌
韻)
な

ど
に
対
し
て
前
舌
性の
優
位
を
主
張
で
き
る
か
も
知
れ
な
い 。
し
か
し
な
が
ら

有
坂
説
に
拠
れば
良
緩の
使
用
差
は
直
接
に
はa
対a
の
弁
別
表
記
の
意
義
を

持
ち
得
な
い
ζ
と
に
な
る 。
ζ
の
有
坂
説の
妥
当
性
につ
い
て
は
専
門
諸家
の

批
判
に
まつ
ζ
と
と
し
て
も 、
唐・
陽
韻
は
歌
文・
麻
韻ほ
ど
に
a
対a
の
弁

別
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
ゐ
な
かっ
た
と
見
得
る
で
あ
ら
う 。
乙
の
こ
と
は
鐸・

2 



上代ア列の後母音性

薬
鼠
につ
い
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る 。

ま
た 、
寒
桓
(加
山)

・
削(m
m)
凱
は
上
古
漢
語 ，の一冗
部
了
二
等
部
か

ら
中
古
漢
語
に
か
け
て 、
そ
の
中
核
母
音
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ず 、
万
葉

仮
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
安
肝
賛
丹
弾
難
半
伴
盤
満
丸
な
ど
の
字
母
は
すべ
て

寒
桓
韻
所
属
で
あ
り 、
制
韻
所
属
字
母
(た
とへ
ば
関
口
l

側
菅
顔
委 、
合口

|
班
板
関
頑
な
ど〉
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で 、
い
か
に
も
上
代
ア
列
は
寒

桓
韻
に
関
す
る
限
り
後
舌
的a
系
字
母
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
傾
向
を
有
し
て

ゐ
た
か
に
見
え
る
が 、
董
同
鯨
氏
「
上
古立目
前
表
稿」
を
参
看
し
て
も
分
明
な
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や
う
に
舌立日
系
統の
制
韻
所
属
字
母
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
の
を
は
じ
め
と

し
て 、
お
ほ
む
ね
側
韻
所
属
字
母
は
寒
桓
韻
所
属
字
母
に
比
し
て
少
数
か
稀
れ

で
あ
る
乙
と
が
指
摘で
き
る 。
す
な
は
ち
表
記
の
実
態
は
両
副
所
属
字
母
か
ら

適
当
に
選
択
し
得
る
状
況
に
な
く
て 、
い
づ
れ
に
し
て
も
然、
桓
部
所
属
字
母
を

使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境に
あ
る 。

制
韻は
上
古
元
部の
二
等
韻
を
形
成
し 、
詩に
お
い
て
は
南
北
朝
第
三
期
以

(8)

 

後 、
一
等
韻
の
実、
桓
韻
と
分
周
さ
れ
た
か
に
見
え 、
広
韻
で
も
「
寒桓同用」

に
対
し
て
「
側
自用」
で
あっ
て 、
a
と
a
と
の
弁
別
機
能
を
有
し
た
で
あ

ら
うと
と
は
推
測
で
き
る 。
し
か
し
な
が
ら
剛
同
用の
山
韻
す
ら
も
が
わ
づ
か

に
閑
(
お
よ
び
鉾)
の
限
ら
れ
た
万
葉
仮
名
し
か
持
ち
得
な
かっ
た
と
と
か
ら

考へ
る
と 、
所
属
字
母
に
之
し
い
側
山
韻
が 、
寒
桓
韻a
k
対
す
る
有
力
な
a

表
記
の
位
置
を
占め
得
ると
と
は
難
し
かっ
た
と
思
は
れ
る 。

し
た
が
っ
て
無
尾
韻
に
対
し
て
比
較
的
所
属
字
母の
少
な
い
有
尾
韻
字に
よ

るa
と
a
と
の
弁
別
は 、
そ
の
中
で
比
較
的
万
葉
仮
名の
事
例の
多い
唐・
陽

韻 、
寒
桓
韻
の
場
合で
す
ら 、
右
K
述べ
た
や
う
に 、
歌
文・
麻
韻
ほ
ど
に
十

分
な
弁
別
表
記
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
ゐ
な
かっ
た
と
見て
よ
い
で
あ
ら
う 。
乙

の
ζ
と
は
他の
有
尾
韻
字 、
合・
治
(
室・
狩)
韻 、
局・
賠
(
末・
黙)
韻 、

軍・
成
(
淡・
衡
韻)
の
場
合
も
ほ
ぼ
相
似
た
事
情
に
あ
る 。

歌
文
凱
と
麻
樹
と
に
よ
る
後
舌a
お
よ
び
前
舌a
の
弁
別
表
記
が
信
頼
す
る

に
足
り
る
条
件
を
備へ
て
ゐ
た
と
と
は
前
節
に
述べ
た
や
う
に
ほ
ぼ
明
ら
か
と

な
っ
た
が 、
ひ
る
がへ
っ
て
我
が
国上
代の
場
合につ
い
て
そ
の
具
体
的
な
状

況
を
考
察
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

ア
カ
ガ
サ
タ
ダ
ナ
ラ・
ハ
パ
マ
ワ
各
音
節
は
有坂
氏の
指
摘の
や
う
に
確
か

に
歌
文
韻
所
属
字
母
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
ると
と
が
最
も
多い
の
で
あ
る
が 、

そ
の
乙
と
は
直
ち
に
上
代の
ア
列
母
音が
後
舌
的
で
あっ
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
ら
う
か 。
使
宜と
れ
ら
を
舌
音
系
タ
ダ
ナ
音
節 、
唇
牙
喉立日
系
ア
カ
ガ

ハ
パ
マ
ワ
音
節 、
歯
音
系サ
音
節
に
分
け
て
検
討
し
て
み
よ
う 。

まづ
舌
音
系
夕 、タ
ナ
三
音
節
Kつ
い
て 。
乙
の
三
音
節
に
使
用
さ
れ
た
歌
韻

所
属
字
母
(
文
韻
は
使
用
さ
れ
な
い)
は
多
移
他
陀
駄
奈
那
僚
(
大)
な
ど
で

あっ
て
常
用
字
母
的
性
格
を
持
ち 、
麻
韻
所
属
字
母
は
全
く

使
用
さ
れ
て
ゐ
な

い 。
乙
の
事
だ
け
か
ら
考へ
る
と
タ
ダ
ナ
音
節の
後
舌
性
は
あ
ま
りに
も
明
瞭

で
あ
る
か
の
や
う
で
あ
る
が 、
そ
ζ
に
は
い
さ
さ
か
の
事
情
が
伏
在
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る 。

中
古
漢
語の
舌立日
系の
構
成
は
歌
韻一
等
(
韻
鏡
第二
十
七
転)
が
壬口
頭

音 、
麻
韻
二
等
(
韻
鋭
第二
十
九
転)
は
舌
上
音
と
い
ふ
組
み
合
は
せ(
分
布)

で
あっ
て
乙
の
逆
の
関
係
は
存
在し
な
い 。
つ
ま
り 、
切
訟
に
お
い
て
は
舌
頭

音
は一
・

四
等 、
舌
上
音
は
二・
三
等
に
現
れ
る
の
で
あ
る 。
ヵ
l

ル
グレ
ン

氏
は
前
者をt 、
後
者を
句と
区
別
し
た 。
舌
上
音二
等
と三
等
は
広
韻
の
反

切
で
は
同一
類の
もの
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
そ
の
区
別
を
立
て
て
ゐ
な

い 。
乙
の
点につ
い
て
は
党
漢
対立回
や
現
代
諸
方
言な
ど
か
ら
見て
二
等t\

3 



三
控

弘一
か

二
ょ
う
と
す
る
経
常
培
(
知
徹
澄
娘立日
値
考 、
歴
史
謡
言

研市

判一
高

'
m) 、
有
坂
秀
世
(
上
代
音
韻
致
二
二ハ
頁) 、
藤
堂
明

保

雪
組
…

ハ
七
i一

七
O
頁)
等
の
諸
氏
と 、
ヵ
l

ル
グ
レ
ン
氏

と回

一
千

六

:
似
ふ
董
同
紙
(
上
古
音
筒表
稿 、
歴
史
語
言
研
究
所
集

刊叩

問、
十
一
一

、

李
栄
(
切
調
音
系一
二
七
頁)
両
氏
な
ど
の
説
が

あz

c-
A

よ立日
の
音
価
が
t・
り
の
い
づ
れ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
舌

頭立

り・
一一世
一

一
ほ
ど
明
瞭
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る 。

ー

ソ一

一
則
を
例
に
取
っ
て
考へ
る
と 、
中
古
漢
語
に
お
け
る
韻

母
L

空
間
v
，

L
図
の
如
き表
記
関
係
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ら
う 。
す

「

」

l
a-一

な
は
ち 、
タ
音
節
が
後
母
音
的
で
あ
っ
た
な
ら
確

-

一
υ
』
一一

か
に
歌
韻
所
属
字
母
F
で表
記
さ
れ
た
で
あ
ら

一

一

山一 ，
/一

ぅ。
し
か
し
な
が
ら 、
も
し
も
そ
の
母
音
が
幾
分

一
態
母

\一
at

-
-一

前寄
り
の
a
で
あ
っ
た
と
し
て
も
や
は
り
多
で表

一

\
一
時一
時一

記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る 。
と
い
ふ
の
は
前
寄
り
の

K
E

同←
同」

は
な
る
音
節
を表
記
す
べ
き
字

昔 、
上
図
の
斜

線
の
部
位
に
相
当
す
る
故
に
空
欄
で
あ
っ
て
中
古
漢
語
の
音
韻
体
系
中
に
存
在

し
な
い
の
で
あ
る 。
前
舌
a
を表
記
すべ
き麻
韻
所
属
字
母
は
陀
茶
筆
な
ど
で

あ
っ
て
タ
ダ
ナ
頭
子
音
に
適
当
し
な
い
こ
と
は
少
し
時
代
は
下
る
が
慈
覚
大
師

の
「
在
唐
記」
の
記
事
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
よ
う 。
乙
れ
ら
は
楚
音
の
t-
d

n-
を表
記
す
る
に
使
用
さ
れ
る 。

放
に 、
麻
韻
所
属
字
母
が
舌
音
系
タ
ダ
ナ
音
節
の表
記
に
使
用
さ
れ
得
な
か

っ
た
理
由
は 、
一
に
そ
の
頭
子
音
の
制
約
に
よ
る
た
め
で
あ
っ
て 、
そ
の
条
件

の
下
に
歌
韻
所
属
字
母
が
使
用
さ
れ
た
所
以
が
明
ら
か
に
な
れ
ば 、
上
代
舌
音

系
タ
ダ
ナ
音
節
が
そ
の
ま
ま
後
舌
的
a
で
あ
っ
た
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い

で
あ
ら・っ 。

つ
ぎ
に
唇
牙
喉
音
系
ア
カ
ガ
ハ
パ
マ
ワ立日
節
に
つ
い
て 。
舌
音
系
タ
ダ
ナ
音

節
に
つ
い
て
は
中
古麻
韻
の
頭
子
音
に
問
題
が
存
し
た
が 、
唇
牙
喉立回
の
場合

は
同
じ
く麻

韻
の中
核
母
音
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
と
い
ふ
の
は
確

か
に麻
韻
は
中国
本
土
に
お
い
て
は
八・
九
世
紀
の
北
方
音
に
至
る
ま
で
そ
の

主
母
音
に
前
舌
的
a
を
保
持
し
て
ゐ
た
か
に
見
え
る 。
た
と
へ
ば
羅
常
培
氏

「
唐
五
代
西
北
方
音」
(
使
用
さ
れ
た
五
種
の
楚
漢
対
訳
資
料
は
七
六
三
t

八

五
七胞
の
間
の
も
の)

聖戦
の麻
韻
関
係
箇
所
(
同
書
三
五
頁)
を
左
に
借
用

す
る
と 、

4 

一

一

二

リ
一

麻

い
凶

伊

M
馬

いM
L
P

M

薦
mr

u
一

麻

凶

馬

mr

一

麻

h

一

一

a
一

麻

関

じ
一

平

杷

沙

嘉

上

仮

雅

下

去

駕

稼
一

平

差

上

仮
一

平

迦
一

一
一
切
簡
筒
車

千
字
文

一
阿
弥
陀
経一
金
剛
経一

と
あ
っ
て 、
麻
韻
二
等
字
は
唇
牙
喉
音
を
聞
は
ず 、
すべ
て
焚
音
a
の
転
写
に

使
用
さ
れ
て
ゐ
る 。

し
か
し
な
が
ら 、
上
代
万
葉
仮
名
で
は
と
の
唇
牙
喉
音
の麻
韻
二
等
字
は
上

エ
ケ
ケ
ケ
ゲ
ゲ
グ
ゲヘ
メ

代
エ
列
甲
類表
記
の
主
要
字
母
で
あ
っ
て
亜
家
買
価
牙
雅
下
夏覇
馬
の
そ
れ
ぞ

(9)

カ
カマ
ハ
ハ

カ
マ

れ
の
用
例
が
あ
り 、
ァ
列
に
用
ゐ
ら
れ
た
の
は
加
嘉麻
巴
把
な
ど
で
加麻
を
除

い
て
は
資
料
的
に
特
殊
な
用
法
に
属
す
る 。
ζ
れ
ら
は
同
じ麻
部
に
属
し
な
が

ら
何
故
に
万
葉
仮
名
で
は
ア
列
と
エ
列
甲
類
に
分
周
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か 。

私
は
と
れ
を
次
の
や
う
に
説
明
で
き
る
と岡山
ふ 。

中
古
の麻
馬
鵡
韻
は
上
古
漢
語
の魚
部
系
と
歌
部
系
出
自
の
字
母
よ
り

成
る

が 、
乙
の
両
系
が合
流
し
た
の
は
羅
常
培・
周
祖
談合
著
「
漢
貌
晋
南
北
朝
韻

部
演
変
研
究」
(
第一
分
冊)
に
よ
れ
ば
両
渓
時
代
に魚
部麻
韻一
系
は魚
部
か

ら
歌
部
に
移
っ
た
と
い
ふ 。
(
同
書
序
文
E
頁 、
本
文
二
二
頁) 。
乙
の
両
系
の

字
母
は
同
韻
を
形
成
し
た
と
は
言
へ 、
万
葉
仮
名
に
は
次
の
や
う
に
反
映
し
て



ゐ
る
の
で
あ
る 。

"'"，1 麻 馬腐韻

上上上上
上 古 古 古

歌
部合

歌
古都闘古

魚
部陰

魚
部陰の

部 合
声 声開 口口

口口

巴亜 麻 加
所 把 家 嘉
府J 賀
字

覇
馬価牙

e e 
甲 甲

上代ア列の後母音性

す
な
は
ち 、
同
じ麻
韻
を
形
成
す
る
字
母
の中
で
も

上
代
万
葉
仮
名
で
ア
列

a
を表
記
す
る
の
は

上
古
歌
部
の
出
自
で
あ
る
と
と 、
お
よ
び
エ
列
甲
e
を表

記
す
る
の
は魚
部
の
出
自
で
あ
っ
て 、
魚
部
出
自
の合

口
字
巴
犯
の
み
が一
部

a
を
残
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
ζ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る 。

乙
の
と
と
か
ら
考へ
る
と 、
震
牙
喉立日
系
の
ア
カ
ガ
ハ
パ
マ
ワ
音
節
が

上
代

に
も
し
前
寄
り
の
a
を
保
持
し
て
ゐ
た
と
し
て
も 、
そ
れ
ら
を表
記
す
る
に
は

同
じ
く麻

韻
所
属
字
母
で
あ
っ
て
も
上
古
歌
部
出
自
の
字
母
κ
拠
ら
ね
ば
可
能

な
ζ
と
で
は
な
か
っ
た 。
と
と
ろ
が
箭一
同
紙
氏
「

上
古
音
飽表
稿」
を
参
看
し

て
も
分
明
な
や
う
に中
古麻
韻
を
形
成
す
る
大
部
分
の
字
母
は

上
古魚
部
の
出

自
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
歌
部
出
自
の麻
韻
系
所
属
字
母
を
ほ
と
ん
ど
持
た

な
い
ワ
音
節
を
は
じ
め
と
し
て 、
す
で
に
e(
甲)
化
の
傾
向
を
見
せ
て
ゐ
た魚

部
出
自
の
字
母
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る麻
韻
系
字
母
が 、
唇
牙
喉立日
系
の

ア
列表
記
に
用
ゐ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
当
然
の
と
と
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い 。

ア
カ
ガ
ハ
パ
マ
ワ
音
節
は一
部
を
除
い
て
は
唇
牙
喉
音
の中
核
母
音
の
音
変
の

故
に 、
麻
韻
所
属
字
母
が
使
用
さ
れ
得
る
条
件
に
な
か
っ
た
と
言
へ
る
の
で
あ

zu 。さ
て
歯
音
系
サ
音
節
の表
記
に
関
す
る
限
り 、
周
知
の
如
く

頭
子
音
の
問
題

も
か
ら
ん
で
甚
だ
錯
綜
し
て
ゐ
る 。
歌
韻
に
二
等
字
は
存
在
せ
ず 、
ま
た麻
韻

に一
等
字
は
存
在
し
な
い
の
で 、
表
記
の
条
件
と
し
て
は
タ
ダ
ナ
音
節
の
場
合

と
甚
だ
良
く

類
似
す
る 。

舌
音
系
と
同
様
に
韻
母
お
よ
び

声
母
に
よ
っ
て
サ
音
節表
記
字
母

を
分
っ
と

上表
の
や
う
に
な
る

が 、
右
の
字
母
の中
で
瑳
瑳
裟
舎

は
ほ
と
ん
ど
書
紀
の
歌
謡(
訓
注)

に
集中
し
て
用
ゐ
ら
れ
る 。
し
た

が
っ
て 、
サ
音
節表
記
の
主
要
字

母
は

佐
(
左)
と

沙
に
限
ら
れ
て
く
る
だ
ら
う 。
試
み
に
大
宝
二
年
戸
籍
帳
を

見
て
も 、 旨そ

歌
韻a a 

精母，ts 佐左 / 
清zば 瑳瑳 ど三
心， s 裟 / 
疏2 � 

仁三
紗沙

審3 5 舎

登笠
前

豊 筑 豊御御御御
野
御御

前 前 前 後 野野野 野野
上

国
三 上三国

国
仲
津 郡

嶋
国

戸
籍

国

毛
加
国

方

国
山 各

牟

国
本
貨

国

蜂

国
味 県肩

国 P ‘ 

毛毛 郡川 郡 郡 郡中 郡 間 君11
郡 郡丁辺 半三 栖太栗郡肩
加塔 里 里 布井 里

部
春々

目 里 戸 戸 星回戸 里
久 戸籍籍也 絡
里
戸籍

佐佐佐佐佐佐佐佐佐 サ表
沙沙沙沙 言己

所 摘属
不 要明
の
断
筒

と
な
っ
て
ゐ
て 、

佐
も
し
く
は

沙
の
単
用 、
ま
た
は

佐
沙
綾
用
を
示
し 、
推

古
遺
文
や
日
本
書
紀
外
国
関
係
資
料
も

沙
佐
の
用
法
が
見
え
る
が 、
記
歌
謡
は

明
ら
か
に

佐
に
よ
っ
て
統一
し 、
記
本
文
の

沙
は
「

沙
本」
を
大
多
数
の
用
例

5 



と
し 、

他
は
若
干
の
地
名
・

人
名
に
限
ら
れ 、

万
葉
集
も
同
様
の
傾
向
が
見
え

る 。

乙
の
用
法
は
佐
も
し
く
は
沙
に
よ
っ
て
そ
の
頭
子 、

音
に
包
と
s・
の
差
迩

(凶}

の
あ
る
や
う
な
書
き
分
け
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
と
忠
は
れ
る 。

世一u

紀
本
文
の
朝
鮮
関
係
資
料
に
も 、
「
紀
臣
奈
率
弥
麻
沙」
(
欽
明
二
年
七
月
条)

を
「
弥
麻
伽
」
(
欽
明
五
年
十
一

月
条)
と
佐
沙
を
同
用
し
た
箇
所
が
あ
り 、

佐

沙
使
用
の
初
期
の
傾
向
は
分
明
で
な
い
と
し
て
も 、

両
者
を
同
用
す
る
用
法
は

確
か
に
或
る
時
期
に
存
在
し
た
と
恩
は
れ
る 。

し
か
し
な
が
ら
佐
の
台
頭
が
単

に
a
表
記
を
目
指
し
た
と
ば
か
り
見
な
す
乙
と
が
で
き
な
い
の
は 、

先
に
も
触

れ
た
頭
子
音
の
問
題
が
明
確
に
な
ら
な
い
限
り
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
る 。

以
上
は
有
坂
氏
が
歌
文
韻
所
属
字
母
に
よ
っ
て
最
も
多
く

表
記
さ
れ
て
ゐ
る

{U)

 

と
さ
れ
た
ア
カ
ガ
サ
タ
ダ
ナ
ラ
・

ハ
パ
マ
ワ
音
節
に
つ
い
て 、

舌立
日
系
・

唇
牙

喉
音
系
・

菌
音
系
に
分
け
て
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
み
た
の
で
あ
る
が 、

特
殊

な
サ
音
節
を
除
い
て
は
い
づ
れ
も
麻
韻
所
属
字
母
に
よ
る
表
記
が
行
は
れ
難
い

事
情
が
明
白
に
な
っ
た
と
と
と
恩
は
れ
る 。

実
は 、

乙
の
ま
っ
た
く

逆
の
事
実

を
有
坂
氏
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る 。

す
な
は
ち
氏
は 、

ヤ
音
節

に
仮
摂
(
a

)

の
字
を
用
ゐ
る
の
は
果
冊以
(
a

)

は
一

等
三
等
ば
か
り
で
影
愉

母
四
等
の
字
が
無
い
故
で
あ
っ
て 、

そ
の
た
め
に
仮
摂
(
a
)

の
字
を
用
ゐ
た

か
ら
と
い
っ
て
ヤ
音
節
が
前
舌
的
の
a
で
終
る
も
の
で
あ
っ
た
と
決
め
る
わ
け

(辺}

に
は
行
か
な
い 、

と
さ
れ
た 。

と
乙
ろ
が 、

上
に
述
べ
た
如
く 、

来
摂
系
a
{
子

母
で
表
記
さ
れ
た
ア
カ
ガ
サ
タ
ダ
ナ
ラ
・

ハ
パ
マ
ワ
各
音
節
に
も 、

仮
眠日
系
a

字
母
で
表
記
さ
れ
得
な
い
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
伏
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る 。

四

さ
て 、

前
節
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
ア
列
の
各
音
節
の
表
記
の
条
件
を
試

み
に
図
示
す
る
な
ら 、

お
ほ
よ
そ
次
の
や
う
な
関
係
と
し
て
把
握
す
る
乙
と
が

可
能
で
あ
ら
う 。

6 

O

常
用
字
母
が
存
在
す
る
音
節 。

②-
-

エ
甲
化
の
傾
向
に
あ
り
な
が
ら
常
用
字
母
が
存
在
す
る
音
節 。

エ
:・

唇
牙
喉
音
系
で 、

ェ
甲
化
の
傾
向
に
あ
る
音
節 。

斜
線
・

舌立日
系
で 、

使
用
さ
れ
難
い
条
件
に
あ
る
音
節 。

交
文
斜
線

・

所
属
字
母
に
之
し
い
音
節 。

乙
の
歌
文
・

麻
韻
の
表
記
条
件
の
中
で 、

も
っ
と
も
注
意
す
べ
き
は
カ
サ
マ

音
節
の
関
係
で
あ
ら
う 。

と
い
ふ
の
は
他
の
十
一

音
節
が
そ
れ
ぞ
れ
の
斑
由
か

ら
歌
文
韻
も
し
く
は
麻
韻
の
一

方
し
か
使
用
で
き
な
い
条
件
に
あ
る
時 、

両
者

を
表
面
的
に
も
両
用
し
た
形
跡
が
あ
る
か
ら
で
あ
る 。

た
だ 、

仔
細
に
見
れ
ば

既
に
述
べ
た
や
う
に 、

サ
音
節
は
佐
と
沙
の
や
や
錯
綜
し
た
問
題
を
含
む
関
係

で
あ
り 、

カ
マ
音
節
は
麻
韻
の
側
に
た
ま
た
ま
上
古
歌
部
出
自
の
加
麻
が
存
在

し
て
ゐ
た
為
に
使
用
さ
れ
る
機
会
を
掴
ん
だ
か
に
見
え
る 。

し
か
し
な
が
ら 、

乙
の
稀
な
機
会
に
た
ま
た
ま
使
用
さ
れ
た
か
に
見
え
る
加
麻
両
字
が 、

外
な
ら

ぬ
上
代
カ
7
音
節
表
記
の
主
要
字
母
で
あ
っ
た
と
ζ
ろ
に
問
題
が
存
す
る
の
で

あ
る 。も

し
上
代
の
ア
列
が
|

そ
れ
を
狭
く
限
定
し
て
カ
マ
音
節
に
限
っ
て
も
|

後

舌
的
な
a
母
音
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
ら 、

お
そ
ら
く

歌
韻
一

等
の
字
母
が
使

用
さ
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る 。

万
葉
仮
名
と
し
て
は
窃
詞
可
歌
刺
柄
拘
珂
箇
・

摩
磨
魔
な
ど
用
例
が
あ
っ
て
字
母
の
種
類
に
事
欠
か
な
い

。

ま
た
上
古
歌
部
の

正
確
な
音
価
は
異
論
が
あ
る
と
し
て
も
(
董
同
鯨
氏
推
定
音
価 、

歌
韻
a 、

麻



上代ア列の後母音性

韻
a) 、
後
漢
訳
経
以
降
に
党
音
a
に
あ
て
ら
れ
て
ゐ
る
の
で(
満
田
新
造
氏「
中

国
音
韻
史
論
考」
五
O
頁) 、
貌士山
倭
人
伝
や
階
書
倭
国
伝
を
参
照
し
て
も
上
代

ア
列表
記
に
使
用
さ
れ
得
る
条
件
に
あ
っ
た
と
恩
は
れ
る 。
と
こ
ろ
が 、
推
古
遺

文・
大
宝
戸
籍
帳・
古
事
記
な
ど
に
お
け
る
カ
マ
音
節表
記
は
加麻
が
主
体
で

あ
っ
て 、
歌
韻
所
属
字
と
し
て
は
萄
(
筑
前
国
嶋
郡
川
辺
里
戸
籍)
可
(
古
事

記
歌
謡
四
二)
詞
(
古
事
記
本
文三
一
例)
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る 。
加
嘉麻

の
他
に
は麻
韻
に
適
当
な
字
母
が
無
い
に
も
か
か
は
ら
ず
(
伽
迦
に
つ
い
て
は

有
坂
氏
に
論
が
あ
る 。
「
上
代
音
韻
致」
二
九
三
t

二
九
四
頁) 、
歌
韻
系
字
母

に
優
先
し
て
使
用
さ
れ
た
そ
の
理
由
は 、
単
に
加麻
両
字
が
好
字
で
あ
る
と
か

比
較
的
少
数
割
で
あ
る
と
か
い
ふ
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ら
う 。
あ
る
い
は
初
期

渡
来
の
帰
化
人
系
の
用
字
法
や
党
漢
対
訳表
記
の
直
接
の
影
響
が
あ
る
の
で
あ

ら
う
か 。
日
本
書
紀
に
見
え
る
百
済
系
史
料
(
百
済
記・
百
済
新
撰・
百
済
本

記)
に
は
確
か
に
加麻
両
字
の
使
用
例
が
あ
る
が 、
党
漢
対
訳表
記
で
は
党
字

h
に
は
迦 、
m
に
は
摩
が
あ
て
ら
れ
る
場
合
も
多
く

(
李
栄
氏
「
切
前
音
系」

付表
、

根
本
字
訳
文表
な
ど) 、
一
概
に
そ
の
影
響
を
指
摘
で
き
さ
う
に
な
い 。

と
の、
い
は
ば
カ
マ
音
節
に
お
け
る
加麻
字
に
よ
る
前
舌
的
a表
記
の
傾
向

カ
ガ
ガ
ガ

に
平
行
し
て
推
古
遺
文
な
ど
に
見
え
る
奇
奇
宜
(
義)
の
支
韻
所
属
字
に
よ
る

ア
列表
記
に
注
目
し
て
み
よ
う 。

ガ奇
は
日
本
書
紀
所
引
の
百
済
系
史
料
に
も
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
ま
た
推
古

遺
文
に
奇
宜
(
義)
が
カ
ガ
音
節表
記
に
用
ゐ
ら
れ 、
乙
れ
ら
の
字
母
は
上
古

歌
部
a
↓
中
古
支
韻=一
等白μ
(
有
坂
氏
推
定
音)
に
変
化
し
た
と
推
定
さ
れ
る

が 、
奇
は
見
母・
群
母
に
両
属
し 、
宣
義
は
疑
母
所
属
で
あ
っ
て
奇伊
↓一伊
↓

-郎 、
義
宜
抑
↓

抑
↓

仰
と
音
変
し 、
そ
れ
ぞ
れ
ガ
↓

ゲ(
乙)
↓
ギ(
乙)
に
充
て

ら
れ
た
と
思
は
れ
る 。
そ
の
上
古
音
a
は 、
同
じ
く

歌
部
所
属
で
中
古
歌
韻
に

入
っ
た
歌
寄
相官
可
剰
な
ど
が
後
舌
的
a
で
あ
っ
た
の
K
比
し 、
中
古麻
韻
に
入

っ
た
加
駕
嘉
な
ど
と
同
じ
く
い
く

ぶ
ん
前
寄
り
の
a
で
あ
り 、
し
か
も
三
等
介

音
ー

の
た
め
に麻
韻
a
よ
り
や
や
舌
の
弛
み
を
帯
ぴ
た
中
舌
的
9
を
経
過
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る 。
有
坂
氏
は
宜
義
の立国
変
を

D

e

l
 

「
凶
V
剖
(
↓
回
本
音
問
(
ゲ
乙))

宣
義{
n

n

l

E

〔
ま
た
唐
音
叩

(
↓
日
本
音
副
(
ギ
乙))

と
推
定
さ
れ
る
が
(
上
代
音
韻
孜
四
二
九
t

四
三
二
頁) 、
D
↓
e
の
経
路
も

当
然
考
へ
ら
れ
よ
う
が 、
四
等
字
移
の
音
変
を
仰
↓

出
↓日間
↓
が
と
前
舌
寄
り

に
介
音
1

の
特
徴
を
求
め
る
と三

等
介
音
の
影
響
は
a
↓ヨ
↓
i

の
経
路
を
も

考
へ
る
と
と
が
で
き
よ
う 。
乙
の
推
定
は
ケ(
乙)
の
音
価
推
定
に
も
支
障
は
な

い 。
魚
部
陰
声
関
口
に
属
す
る
居
挙
が
推
古
時
代
ケ
(
乙)
に
充
て
ら
れ
た
の

と
平
行
し
て 、
略
記
す
れ
ば 、

上
古
魚
部陰
声
関
口
一
等
a
↓3
↓
O
中
古
模
韻・
五
吾
(
ゴ
甲)

二
等
a
↓
E

中
古麻
韻・
牙
雅
(
ゲ
甲)

三

等
同
↓一戸

中
古
魚
韻・
居
挙
(
ケ
乙)

と
音
変
し
た
の
に
似
て 、
歌
部
の
三
等
韻
宜
義
奇
問
も
中
古
支
韻 -
U
に
至
る

問 、
必
ず
や
中
千日
的
拘
を
経
た
も
の
で 、
そ
の
中
舌
的
音
色
ζ
そ
居
挙
(
ケ

乙) 、
宣
義
奇(
ゲ
乙)
と
い
ふ
推
古
遺
文・
記・
万
葉
の
ケ
ゲ
(
乙)
音
節表

記
が
成
立
す
る
基
盤
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う 。

さ
て 、
と
れ
ら
の
宜
義
奇
が
前
寄
り
の
日
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず 、
ガ
音
節

表
記
に
用
ゐ
ら
れ
た
乙
と
は
重
要
で
あ
る 。
上
古
歌
部
に
は
中
古
歌麻
韻
に
入

っ
た
群
母
所
属
字
は
見
ら
れ
な
い
が
(
支
韻
に
入
っ
た
群
母
所
属
字
は
奇
騎
な

ど) 、
疑
母
所
属
字
に
は
我
俄
峨
蛾
餓
な
ど
用
字
に
事
欠
か
な
い 。
上
代
ガ
音
節

の
頑
子
音
が
疑
母
ひ
系
統
よ
り
群
母
含
系
統
が
よ
り
適
切
で 、
そ
の
た
め
に
奇

含
が
使
用
さ
れ
た
と
い
ふ
の
で
あ
れ
ば
同
時
に
疑
母
ひ
系
統
の
宜
義
が
使
用
さ

れ
た
説
明
が
つ
か
な
い 。
し
た
が
っ
て 、
羽
(
我
俄
峨
蛾
餓V
の
系
統
を
用
ゐ

7 



ず 、
伊
(
奇)
仰
(
宜
義)
の
系
統
を
用
ゐ
た
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
頭
子
音
r

Dの
差
と
い
ふ
よ
り 、
中
核
母
音a
と
a
と
の
音
色の
途
ひ
を
想
定
で
き
る
で

あ
ら
う 。
ガ
音
節
表
記
は 、
と
の
点 、
カ
マ
音
節
表
記
と
同
じ
く 、

一
時
期
に

お
い
て 、
後
舌
的
字
母
よ
り
前
舌
的
字
母
に
よ
る
表
記
が
試
み
ら
れ
た
と
見な

すと
と
が
で
き
よ
う 。

歌
文
韻
と
麻
韻
(
あ
る
い
は
支
韻)
が
両
用
さ
れ
得
る
条
件に
あ
る
時 、
麻

韻
(
あ
る
い
は
支
韻)
所
属
字の
使
用
が
優
先
す
る
傾
向
に
あ
る
の
は
何
故
で

あ
ら
う
か 。
素
朴
に
考へ
てと
れ
は
や
は
り
上
代ア
列
が
必
ず
し
も
後
母
音
的

で
な
く一

部
前
舌
的
傾
向
を
帯
び
て
ゐ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ら
う
か 。
ζ
と
で

そ
の
証
跡
と
し
て
挙
げ
る
わ
け
で
は
な
い
が 、
少
な
く
と
も
ア
列
が
前
寄
りの

傾
向
を
見
せ
て
ゐ
た
と
す
る
な
ら
ば 、
有
尾
韻
字の
中
に
見
ら
れ
る
や
や
特
殊

マ
ア

な
用
法 、
す
な
は
ち
明
英
(
と
も
に
上
古
陽
部三
等
韻十
か
ら
中
古
庚
韻三
等

韻牛
に
入
る〉
な
ど
中
核
母
音KE
を
推
定
さ
れ
る
字
母
も
音
写の
可
能
性
を

持つ
で
あ
ら
う
し 、
一
方
に
お
い
て
同
じ
有
尾
韻
唐
陽
韻
所
属
字が
あ
りな
が

ら 、
よ
り
非
後
舌
的
な
庚
韻
所
属
字
母
を
使
用
し
得
た
事
情
もほ
ぼ
分
明
と
な

マ
ア

っ
て
く
る
で
あ
ら
う 。
明
英に
限
ら
ず 、
上
古
に
そ
の
中
心
母
音
が
a

(二・

三
等
韻 、
質
問
鯨
氏
推
定
で
はa)
で
中
古
に
↓官

化
(ニ・
三
等)
し
た
諸

韻
の
中
に
も
伯
宅
被(
陪
韻) 、
伐(
月
韻) 、
幡
高
(
元
韻)
な
ど
の
字
母
が
ア

列
表
記
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
ると
と
も 、
お
そ
ら
く
同
様
に
説
明
で
き
る
で
あ
ら

う 。
と
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ一
等
韻a
を
中
核
母
音
と
す
る
鐸
韻・
末
韻・
寒
韻

所
属
字
母
が
存
在
す
る
に
も
拘
ら
ず 、
あへ
て
ア
列
表
記
に
使
用
さ
れ
た
例
で

あ
る 。

五

上
代ア
列
が
非
後
舌
的
な
麻
韻
あ
る
い
は
支
韻
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
傾
向

に
あっ
た
ζ
と
は 、
は
な
は
だ
突
飛
な
引
用
な
が
ら
中
国正
史の
倭
人
伝・
倭

国
伝・
倭
伝
の
記
載
例
か
ら
も
窺ふと
と
が
で
き
る 。
中
で
も
陪
書
倭
国
伝
は

関
皇二
十
年(
推
古
八
年・
六
O
om)
と
い
ふ
年
代の
明
ら
か
な
記
事
を
有

し 、
国
語
表
記
に
関
し
て
も
最
も
信
葱
性の一品
い
資
料
と
言ふ
と
と
が
で
き

る 。
と
の
陪
書
に
お
け
る
国
語の
万
葉
仮
名
表
記
は
約
十
八
語
に
及
ぶ
が 、
そ

の
全
体
の
性
格
を
論
ず
ると
と
は
別の
機
会
に
まつ
乙
と
と
し
て 、
当
面
最
も

興
味
あ
る
事
例
は
ほ
か
な
らぬ
ヤマ
ト 、
ツ
シ
マ
に
関
す
る
表
記
で
あ
る 。

陪
書
はと
れ
ら
を
「
都
於

刺劇樹 、
則
貌
志
所
謂

刺周劃也」
「
南
望
舵
羅

園 、
経

割削劇」
と
記
す
る
が 、
貌
志の
「
邪
馬
牽」
を
「
邪
麻酔
堆」
に 、
「
対

馬」
を
「
都
新
麻」
に
改
め
た
こ
と
に
対
し
て
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
るζ
と

は
な
か
っ
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
7
K
関
し
て
の
み
言へ
ば
馬
↓

焼 、
馬
↓

麻

の
書
き
かへ
は
看
過
すべ
か
ら
ざ
る
問
題
を
含ん
で
ゐ
る
と
いへ
る 。
もっ
と

も 、
陪
書の
邪
麻酔
堆
は
北
史
倭
伝
に
よ
っ
て
邪
摩
堆
と
訂
す
る
学
者が
多い 。

た
だ 、
北
史
倭
伝
は
貌
志
倭
人
伝
と
陪
書
倭
国
伝
と
を
継
ぎA口
は
せ
た
形
と
見

ら
れ
る
の
で
校
訂
に
際
し
て
留
意
す
る
必
要が
あ
る 。
陪
書
と
北
史の
表
記
の

異
同
は
邪
麻酔(
摩)
堆の
他
に
「
始
(
耽)
羅」
「
阿
(
何)
輩
墓亡
「
多
利
息

北
(
比)
孤」
(い
づ
れ
も
括
弧
内
が
北
史の
表
記)
な
ど
で
あ
る
が「
北(
比)

孤」
を
除
い
て
は
い
づ
れ
に
拠
るべ
き
か
確
証
は
見
当
ら
な
い 。
廃
帥町
阿が
陪

書の
単
な
る
誤
りで
な
い
ζ
と
勿
論
で
あ
る 。
麻酔
は
上
代
万
葉
仮
名
で
は
見な

れぬ
字
母
で
あ
る
が 、
同
韻
に
燦
燦
が
あ
り 、
廃
は
日
本
書
紀K
「
佐
康
(
地

名・
神
功
紀)
の
例
が
あ
る 。
と
れ
ら
の
字
母
は 、
上
古
歌
部
会
口
K
属
し
中

古
支
韻
(
合口)
三
等
字
を
形
成
す
る 。
乙
れ
に
対
す
る
関
口
字は
奇
宣
義な

ど
で
あ
っ
て 、
推
古
時
代カ
ガ
表
記
に
充て
ら
れ
た
と
と
は
先に
述べ
た
如
く

で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
廃
も
ま
た
推
古
時
代
(
惰
書)
以
前 、
当
然マ
表
記

の
可
能
性
が
存
す
る
の
で
あっ
て 、
単
純
に
「
摩(
北
史)」
と
訂
し
得
る
事
情

8 



に
は
な
い
の
で
あ
る 。
む
し
ろ 、
乙
の
跨
害
並
び
に
北
史の
表
記
を
信
ず
る
な
ら

ば 、
北
史が
摩
と
記
し
た
の
も
勝
羅
↓

耽
羅の
場
合に
似
て 、
な
ん
ら
か
の
事

情
が
介
在
し
た
の
か
も
解
ら
な
い 。
た
だ 、
陪
舎の
場
合に
は「
対
馬(
貌士山)」

を
「
都
斯
麻」
と
改
め
た
と
と
は
甚だ
意
図
的
で
あ
る 。
同
様
に「
邪
馬
蓋(
貌

{は)

志)」
も
「
邪
廃
堆」
と
訂
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
かっ
た 。
と
れ
をマ
の
表
記
に

関
し
て
言へ
ば
馬
↓

麻酔
は
魚
部
系
麻
韻
字
か
ら
歌
部
系
支
部
字へ
の
改
訂
で
あ

り 、
馬
↓

麻
は
同
じ
く

魚
部
系
麻
韻
字か
ら
歌
部
系
麻
韻
字へ
の
改
訂
で
あ
る 。

そ
し
て 、
北
史の
摩
を
と
れ
に
加へ
得
る
な
ら 、
馬
↓

麻酔
↓

摩
は
さ
ら
に
歌
部

文
韻
字に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
と
と
に
な
ら
う 。
ζ
の
表
記の
推
移
は
正
に
前

節
以
来
検
討
し
て
き
た
上
代ア
列
表
記
の
傾
向
と
そ
の
歩
調
を
同
じ
く
す
る
も

の
で
あ
る 。

上代ア列の後母音性

乙
の
外
国
史
料に
見
え
る
さ
さ
や
か
な
事
例
が
ど
の
程
度の
意
義
を
持つ
も

の
で
あ
る
か 、
は
さ
て
お
き 、
上
代の
ア
列
表
記
の
推
古
朝
頃の
特
色
は
認
め

て
よ
か
ら
う
と
患
は
れ
る 。
す
な
は
ち
歌
韻
系
所
属
字
母
に
よ
る
表
記
が
可
能

な
場
合
に
す
ら 、
実
際に
使
用
さ
れ
た
の
は
後
舌
的
で
な
い
麻
部
系
あ
る
い
は

支
韻
系の
字
母
で
あっ
た 、
と 。
と
れ
は
歌
(
文)
韻
系
字
母の
使
用
が
優
位

を
占
め
る
音
節
に
お
い
て 、
そ
の
優
位
さ
が
単
に
歌
文
韻
系の
字
母
し
か
使
用

で
き
な
い
条
件に
あっ
た
こ
と
と
比
較
し
て
まっ
た
く

性
格
を
異
に
す
る
特
徴

で
あ
る
と
いへ
る 。
つ
ま
り 、
上
代ア
列
は
ほ
ぼ
推
古
朝
以
降 、
少
な
く
と
も

一
部の
音
節
に
お
い
て
明
確
な
後
舌
母
音
性
を
すで
に
失
ひ
つ
つ
あっ
た
と
見

る
と
と
が
で
き
る
と
恩
は
れ
る 。

.... ー
ノ、

音
節
結
合の
法
則
に
よ
っ
て
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
母
音
調
和の
性
質
は 、
上F

代
語
を
そ
の
基
盤
と
し
な
が
ら
そ
の
実 、
日
本
語
に
お
い
て
い
つ
頃
確
立
さ
れ

た
もの
で
あ
る
か
分
明
で
は
な
かっ
た。
音
節
結
合の
法
則
に
お
い
て
も
事
情

は
同
様
で
あっ
て 、
そ
れ
が
上
代
語
に
指
摘
し
得
る
痕
跡
で
あっ
て
も 、
具
体

的
に
は
上
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
生
き
生
き
と
役
割
を
は
た
し
た
実
年
代
を

提
示
し
た
もの
で
は
な
かっ
た 。
お
そ
ら
く 、
ζ
れ
は
次の
や
う
に
考へ
て
然

るべ
き
で
あ
ら
う 。

日
本
語
は 、
上
代
以
前の
或
る
時
期
に 、
確
か
に
音
節
結
合の
法
則
に
見
ら

れ
る
や
う
な
母
音
相
互
の
結
合
様
式
が
支
配
し
て
ゐ
た 。
し
か
し
な
が
ら 、
そ

の
結
合
様
式
は
形
式
的
に
は
た
し
か
に
保
持
さ
れ
な
が
ら
も 、
各
母
音
は
時
代

と
共
に
漸
次
そ
の
性
質
を
変へ
つ
つ
あっ
た 。
特に
ア
列
は 、
かつ
て
オ
列
乙

類
(の
祖
形)
と
対
立
す
る
性
質
を
持っ
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず 、
実
際の
音
韻

は
変
容
を
見
せ
は
じ
め
て 、
後
舌
母
音a
の
性
格
を
失
ひ
は
じ
め
た 。
倭
人
伝

に
お
け
る
ア
列の
表
記
が
必
ず
し
も
歌
部
所
属
字
母K
拠
ら
な
い
と
と
が 、
と

の
問の
事
情
を
推
測
せ
し
め
る 。
し
た
がっ
て 、
ア
列
は
音
節
に
よっ
て
は
歌

韻
字に 、
ま
た
麻
韻・
支
韻
字に
そ
の
表
記
を
頼
りな
が
ら 、
そ
の
本
来
的
な

結
合
様
式
を
形
式の
上
で
は
保
持
しつ
つ 、
上
代に
及
ん
だ
と
見
ると
と
が
で

き
よ
う 。
すな
は
ち 、
麻
韻・
支韻
系
字
母
に
よ
る
表
記
は 、
そ
の
具
体
的
な

ア
列の
内
容で
あ
り 、
且日
節
結
合の
法
則
は
結
合
様
式な
る
が
故
に
形
式
的
に

保
持
さ
れ
て
き
た
ア
列の
かつ
て
の
形
骸で
あ
る 。

ア
列の
漸
層
的
変
容
を
以
上
の
如
く

推
定
す
ると
と
に
よ
つ
で 、
わ
れ
わ
れ

は
上
代の
母
音
組
織の
構
造
花一
つ
の
有
力な
推
定
を
試
み
ると
と
が
で
き
る

で
あ
ら
う 。

一
つ
は 、
音
節
結
合の
法
則
は
上
代日
本
語の
音
韻
体
系
中に
活
発
な
支
配

力
を
有
し
て
ゐ
た
もの
で
な
く 、
かつ
て
の
傾
向を
保
存
し
て
ゐ
た
消
極
的
な

法
別
で
あっ
た
で
あ
ら
うと
と 。

今一
つ
は 、
強
力な
後
母
音で
あっ
た
男
性
母
音a
の
変
容
は 、
単
K
ア
列

9 



の
み
に
と
ど
ま
ら
ず 、

音
韻
体
系
の
全
般
に
わ
た
っ
て 、

漸
次
そ
の
影
響
を
他

の
母
音
に
も
見
せ
た
で
あ
ら
う
と
と 。

上
代
語
が 、

す
く
な
く
と
も
そ
れ
自
体 、

古
代
日
本
語
の
時
代
か
ら
そ
の
母

音
体
系
の
維
持
に
関
し
て
い
さ
さ
か
の
変
動
を
も
見
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
へ

ら
れ
な
い
乙
と
で
あ
る 。

む
し
ろ 、

古
代
国
家
の
形
成
期
に
お
い
て
古
代
日
本

語
も
や
う
や
く
そ
の
形
態
を
整
へ
つ
つ
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
っ
て 、

乙
の
温
醸
さ
れ
た
古
代
語
の
終
駕
を
象
徴
的
に
は
特
殊
仮
名
遣
の
消
滅
で
あ
っ

た
と
見
得
る
な
ら
ば 、

そ
の
意
味
で
上
代
日
本
語
は
終
章
へ
の
後
奏
曲
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

。

ま
づ
そ
ζ
に
固
定
・

安
定
化
し
た
不
動
の
母
音
体
系
を
想
定

す
る
の
は
不
可
能
で
あ
ら
う 。

し
た
が
っ
て 、
ァ
列
母
音
の
変
容
の
意
義
は 、
上

代
母
音
問
題
の
今
後
に
お
け
る
核
心
的
主
題
で
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い

。

(
注〕

ω
「
古
代
日
本
語
に
於
け
る
音
節
結
合
の
法
則」
国
語
音
韻
史
の
研
究

増
補
新
版
所
収 、
一
一
五
i一

一
六
頁 。

ω
上
代
音
韻
致
三
八
o
i三

八
三
頁 。

ω
「
上
代
日
本
語
に
お
け
る
母
音
組
織
と
母
音
交
替」
京
都
大
学
文
学
部 、

五
十
周
年
記
念
論
集一
O
O
ニ
頁 。

制
「
南
北
朝
詩
人
用
韻
考」
漢
語
史
論
文
集
所
収一
0
1一

二
頁 。

同
注
ω
書
二
九
五
i

二
九
七
頁 。

同
た
と
へ
ば
古
事
記
の
歌
謡・
訓
注・
本
文
に
お
い
て
良・
羅
の
使
用
傾

向
を
見
る
と 、

||
左
の
図
表
を
多
照

||
数
的
に
は
良
使
用
が
羅
を
上

廻
る 。
と
れ
は
大
宝
戸
籍
帳
の
場
合
も
同
傾
向
で
あ
っ
て 、
良
羅
を
両
用
し

一
/

/一
歌
謡一
訓
注一
本
文一

一
良一

一

一

一

一絞
一

一

一
一

21101 

1 。

52 

た
の
は
わ
づ
か
に
笠
前
国
上
三
毛
郡
塔

塁
戸
籍
の
み
で 、
他
は
すべ
て
良
の
単

用
で
あ
る 。
し
た
が
っ
て 、
良
は
早
く

22 

か
ら
単
音
節
表
記
仮
名
と
し
て
定
着
し

• 

た
ら
し
く
忠
は
れ
る 。
来
母
は-7
表
記
に
適
当
な
麻
相刷
所
属
字
を
欠
く

の

で 、
良
の
中
心
母
音
が
有
坂
説
の
如
く
で
な
い
な
ら
ば 、
い
さ
さ
か
事
情

は
複
雑
に
な
っ
て
く
る 。

開
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
十
八
本
所
収 、
一
九
八
頁・
二
O
四
頁 。

削
注
削
舎
三
六
t

四一
頁 。

朗
参
照 、
橋
本
進
吉
「
古
代
国
語
の
「
え」
の
仮
名
に
つ
い
て」
著
作
集

第
三
冊
所
収 。

有
坂
秀
世
「
万
葉
仮
名
雑
考」
国
語
音
韻
史
の
研
究
増
補
新
版

所
収 。

10 

帥
周
知
の
如
く 、
サ
行
頭
子
音
の
音
価
推
定
に
関
し
て
は
有
坂
秀
世・
馬

淵
和
夫
な
ど
先
学
諸
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
説
が
あ
る 。
ま
た
大
野
透
氏
は
「
沙

の
仮
名
は
最
古
の
金
石
文
た
る
附
図
八
岬相
官
鋭
銘
(
推
古
期
以
前)
や
斉

明
4
年
観
心
寺
阿
弥
陀
仏
銘
な
ど
に
見
え
る
に
対
し 、
佐
の
最
古
例
は
天

武
叩
年
山
名
村
碑
の
例
で
あ
り
(
中
略)
e

沙
は
佐
よ
り
も
古
い」
(
万

葉
仮
名
の
研
究一
六
O
頁)
と
さ
れ
る 。

ω
-7

音
節
に
つ
い
て
は
注
朗
参
照 。

同
注
ω
啓
三
八
三
頁 。

帥
服
部
四
郎
氏
が
ケ
乙
を
b
と
推
定
さ
れ
た
と
と
に
対
比 、
有
坂
氏
は
居

挙
(
切
額
一仰

八
古
音
均
八
切)
の
字
音
が
未
だ
か
つ
て
山内

に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
形
跡
が
な
い 、
と
さ
れ
た 。
(
上
代
音
韻
致
四
二
九
i

四=
二
頁) 。

有
坂
氏
は
挙
居
の
古立日
同
v
w
を
想
定
し 、
日
本
ケ
乙
の
音
価
を
い叩

と
想

定
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
よ
く
説
明
が
つ
く 、
と
見
ら
れ
た 。
し
か
し 、
居

挙
の
温
州・
寧
波・
上
海
音
が
一別
で
あ
り 、
同
転
向
母
同
等
の
「
鋸」
が

上
海
音悦
又
は
h
で 、
向
転
暁
母
同
等
の「
許」
が
上
海品目
的
又
は
h
で
あ

る 、
と
述
べ
て
居
ら
れ
る
や
う
に 、
中
舌
的
音
色
を
も
つ
も
の
が
見
え 、



ま
た
庇
五
代
西
北
方
音
で
は
魚
加
は
止
摂
に
入
っ
て
u-
y
に
充
て
ら
れ 、

そ
の
音
価
は
臼
的
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で 、
中
古
に
中
舌
的
a
を
恕
定
す

る
と
と
は
さ
し
て
難
事
で
は
な
い 。
む
し
ろ
民
よ
り
怜
の
方
が
は
る
か
に

可
能
性
が
あ
る
と
い
へ
ょ
う 。
一何
で
は
ケ
乙
に
や
や
あ
て
難
い
の
で
は
な

か
ら
う
か 。

一
問
対・
堆・
笠
な
ど

の
陥
灰
韻
所
属
字
の
用
法
は
別
に
論
じ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 。

-
九
州
大
学
教
養
部
助
教
授

|

上代ア列の後母音性
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